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公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

○
佐
賀
県
手
数
料
条
例
及
び
佐
賀
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
条
例
第
二
五
号
） 

１ 

佐
賀
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
登
録
簿
へ
の
登
録
の
申
請
等
に
対
す
る
審
査
に
係
る
手
数
料
の
額
を
定
め
る
こ

と
等
と
し
た
。
（
別
表
第
一
関
係
） 

２ 

佐
賀
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
の
供
給
計
画
の
認
定
制
度
等
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
（
第
二
条
関
係
） 

３ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
三
年
一
〇
月
二
〇
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

○
佐
賀
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
二
六
号
） 

１ 

県
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
の
特
例
措
置
を
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る

こ
と
と
し
た
。
（
附
則
第
一
三
条
関
係
） 

２ 

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

３ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
２
に

つ
い
て
は
、
公
布
の
日
又
は
同
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

○
中
心
市
街
地
に
お
け
る
県
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
条
例
第
二
七
号
） 

１ 

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
引
用
条
項
を
改

め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
三
条
関
係
） 

２ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

○
佐
賀
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
条
例
第
二
八
号
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
暴
力
団
が
県
民
の
生
活
及
び
社
会
経
済
活
動
に
介
入
し
、
暴
力
及
び
こ
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れ
を
背
景
と
し
た
資
金
獲
得
活
動
に
よ
っ
て
県
民
等
に
多
大
な
脅
威
を
与
え
て
い
る
状
況

に
鑑
み
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び
に
県
、
市
町
及
び
県
民
等

の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本
的
施
策
等
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
暴
力
団
の
排
除
を
推
進
し
、
も
っ
て
県
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
確

保
し
、
及
び
社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し

た
。
（
第
一
条
関
係
） 

２ 

暴
力
団
の
排
除
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
三
条
関
係
） 

３ 

県
、
市
町
、
県
民
等
の
責
務
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
四
条
〜
第
六
条
関
係
） 

４ 

暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。 

 

(1) 

県
の
事
務
及
び
事
業
に
お
け
る
措
置
（
第
七
条
関
係
） 

 

(2) 

公
の
施
設
の
暴
力
団
の
利
用
制
限
（
第
八
条
関
係
） 

 

(3) 

暴
力
団
の
排
除
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
む
県
民
等
に
対
す
る
支
援
（
第
九
条
関

係
） 

 

(4) 

暴
力
団
排
除
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
（
第
一
○
条
関
係
） 

 

(5) 

暴
力
団
か
ら
の
離
脱
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
（
第
一
一
条
関
係
） 

 

(6) 

暴
力
団
の
排
除
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
市
町
へ
の
協
力
（
第
一
二
条
関
係
） 

 

(7) 

広
報
及
び
啓
発
（
第
一
三
条
関
係
） 

 

(8) 

暴
力
団
の
排
除
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
等
に
よ
り
暴
力
団
員
等
か
ら

危
害
を
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
者
に
対
す
る
警
察
に
よ
る
保
護
措
置

（
第
一
四
条
関
係
） 

５ 

青
少
年
が
暴
力
団
が
県
民
の
生
活
に
不
当
な
影
響
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
暴
力
団
に
加
入
せ
ず
、
か
つ
、
暴
力
団
員
等
の
不
当
な
行
為
に
よ
る
被
害
を
受
け
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
県
及
び
保
護
者
、
学
校
関
係
者
そ
の
他
の
青
少
年
の
育
成
に
携

わ
る
者
が
講
ず
べ
き
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
五
条
関
係
） 

６ 

暴
力
団
員
が
暴
力
団
事
務
所
に
青
少
年
を
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
し
た
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場
合
は
当
該
行
為
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
六
条
及
び
第

三
一
条
関
係
） 

７ 

何
人
も
青
少
年
が
暴
力
団
員
等
と
交
際
し
て
い
る
と
思
料
す
る
と
き
等
は
、
警
察
官
へ

の
通
報
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
七
条
関

係
） 

８ 

県
は
、
県
民
等
に
対
し
、
暴
力
団
員
等
の
不
当
な
行
為
に
よ
る
青
少
年
の
被
害
等
を
防

止
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
等
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
八
条
関

係
） 

９ 

次
に
掲
げ
る
区
域
に
お
け
る
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
及
び
運
営
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し

た
。
（
第
一
九
条
及
び
第
二
〇
条
関
係
） 

 

(1) 

学
校
等
の
施
設
の
敷
地
の
周
囲
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域 

 

(2) 

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
等

の
区
域 

10 

事
業
者
は
、
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
契
約
が
暴
力
団
の

活
動
を
助
長
す
る
等
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
契
約
の
相
手
方
が
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
一
条
関
係
） 

11 

事
業
者
が
そ
の
行
う
事
業
に
関
し
、
暴
力
団
員
等
に
対
し
利
益
の
供
与
を
す
る
こ
と

等
及
び
暴
力
団
員
等
が
事
業
者
か
ら
利
益
の
供
与
を
受
け
る
こ
と
等
を
禁
止
す
る
こ
と
と

し
た
。
（
第
二
二
条
及
び
第
二
三
条
関
係
） 

12 

暴
力
団
事
務
所
の
開
設
を
防
止
す
る
た
め
、
不
動
産
の
譲
渡
等
を
し
よ
う
と
す
る
者

等
の
講
ず
べ
き
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
四
条
及
び
第
二
五
条
関

係
） 

13 

公
安
委
員
会
が
、
第
一
六
条
、
第
二
○
条
第
一
項
、
第
二
二
条
、
第
二
三
条
、
第
二

四
条
第
二
項
又
は
第
二
五
条
の
規
定
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お

け
る
立
入
検
査
等
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
一
六
条
を
除
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く
。
）
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
る
と
き
等
の
勧
告
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と

し
た
。
（
第
二
六
条
及
び
第
二
七
条
関
係
） 

14 

勧
告
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を

公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
期
間
を
定
め
て
、
県
が
行
う
契
約
か
ら
排
除
す
る

こ
と
と
し
た
。
（
第
二
八
条
〜
第
三
○
条
関
係
） 

15 

次
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
罰
則
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。 

 

(1) 

禁
止
区
域
（
９
の
(1)
に
掲
げ
る
区
域
に
限
る
。
）
内
で
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
し
、

又
は
運
営
し
た
者
（
第
三
三
条
関
係
） 

 

(2) 

青
少
年
を
暴
力
団
事
務
所
に
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
を
中
止
す
る
旨
の
命
令
に
違
反

し
た
者
（
第
三
四
条
関
係
） 

 

(3) 

虚
偽
の
報
告
、
立
入
検
査
の
忌
避
等
に
よ
り
、
立
入
検
査
等
を
妨
害
し
た
者
（
第

三
五
条
関
係
） 

16 

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
等
が
第
三
三
条
か
ら
第
三
五
条
ま

で
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対

し
て
も
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
三
六
条
関
係
） 

17 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

○
佐
賀
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
二
九

号
） 

１ 

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
伴
い
、
佐
賀
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
の
設
置
及
び
所
掌

事
務
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
条
及
び
第
二
条
関
係
） 

２ 

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

３ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

〇
佐
賀
県
育
英
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
〇
号
） 

１ 

海
外
留
学
を
行
う
者
に
育
英
資
金
を
貸
与
す
る
た
め
、
貸
与
要
件
、
貸
与
額
等
に
つ
い

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
条
〜
第
三
条
関
係
） 
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２ 

育
英
学
生
に
貸
与
す
る
育
英
資
金
の
額
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
三
条
関
係
） 

３ 
育
英
学
生
に
貸
与
す
る
育
英
資
金
に
つ
い
て
は
、
入
学
時
に
貸
与
額
を
加
算
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
三
条
関
係
） 

４ 

育
英
学
生
の
う
ち
、
卒
業
後
県
内
に
居
住
し
、
又
は
就
業
し
た
者
等
に
つ
い
て
、
育
英

資
金
の
一
部
の
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
八
条
関
係
） 

５ 

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

６ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

７ 

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。 

 


